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 北九州市は、企業の力を活かした新たな河川管理の取組として、貫川の桜並木を守

り育てるために旭興産（株）グループとパートナーシップ協定を締結しました。 

貫川沿いの桜の一部は、同社からの寄附金を活用して植樹したものです。このたび、

同社から「桜を地域の誇りとして自らの手で大切に育てたい」との申し出をいただき、

協定締結に至りました。 

今後は専門家の意見を踏まえた植栽管理、将来的な植替えに加え、河川管理道の清

掃等、美しい桜並木と水辺空間を次世代へつないでいきます。今後もこうした協働の

輪を広げ、官民が連携して安全で魅力的な公共空間の創出を目指します。 

記 

■協定の概要 

対象区間    二級河川 貫川 右岸（小倉南区上曽根四丁目：貫川橋～JR 日豊本線間） 

対   象    寄付金により植樹したソメイヨシノ等を含め 50 本 および 河川管理道 

内   容    ・ 専門家の意見を踏まえた「剪定」や「樹勢回復」などの維持管理 

・ 河川管理道の清掃や植樹帯（ツツジ）の剪定、草刈り 

・ 将来的な「植替え」 

協定期間    令和９年３月３１日まで（以後、１年ごとの自動更新） 

 

■ 期待される効果 

• 桜の健康維持と美しい景観の創出 

• 安全・快適な水辺空間の確保 

• 民間の力を活かした効率的で持続的な河川管理モデルの構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年１０月５日 

北九州市都市整備局 

既存木と令和５年度に植樹された桜の若木 

～企業の力で美しい桜並木と水辺空間を育てる～ 

「貫川サクラ・パートナーシップ協定」を締結 

【問合せ先】 

都市整備局 河川整備課 

担当：御舩
みふね

（課長）、髙
たか

巣
す

（係長） 
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